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序

本県には、先人の遺産である埋蔵文化財が数多く残されています。

この埋蔵文化財を保護し、後世に伝えてゆくことは、私たちの務めで

あります。

このたび、県営ほ場整備事業(琴丘地区)に伴い、本教育委員会は、

工事に先立って中の沢遺跡の発掘調査を実施いたしました。

調査の結果、縄文時代の土器埋設炉や土坑などを検出し、当時の生

活の一端を明らかにすることができました。

本報告書は、これらの謁査成果をまとめたものであります。本書が

埋蔵文化財の保護のために広く活用され、同時に郷土の歴史資料とし

て役立てば幸いです。

最後になりましたが、本調査の実施並びに本報告書の刊行に当たり

御援助@御協力をいただきました秋田県農政部農地整備課、秋田県山

本農林事務所、琴丘町教育委員会、鹿渡土地改良区をはじめ関係各位

に対し、厚く御礼申し上げます。

平成7年3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



{殉

1.本報告書は、黒営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の 1冊目の

報告書である。

2.本報告書は平成5年度に調査した秋田県山本郡琴丘町に所在する中の沢遺跡(略号:3 N 

NS)の謁査結果を収めたものである。

3.本書の執筆は、柴田陽一郎が行い、手11部{彦、長漂和郊の協力を得た。

4.発掘調査および遺物整理にあたって、下記の方々からご指導 eご、助言を賜った。記して感

謝の意を表する次第である。〈敬称略、五十音順)

栗山知土木村将来八木光男j

凡{殉

1.各遺構lこ付している略記号は以下のとおりである。

S K (土坑) S K F (フラスコ状土坑) S N (焼土遺構)

S R (土器壇設遺構) S D (溝跡) S X (その他の遺構)

2.遺構の番号は検出願に通し番号とした。整理段階で欠番となったものもある。

3.土層断面図の土色や、土器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修財団法人

百本色彩研究所色票監鋒『新版標準土色枯』に拠った。

4.挿図中の遺物実測図と拓本は土器と石器に分け、それぞ「れ通

にはSを付した。図版(写真)中の遺物もそれにしたがった。

5.石器観察表中の単位は、長さ、幡、厚さがCffi，重さが gである 0

5.観察表中の法震の推定績は( )で表示した。

7.挿図中のスクリーン@トーン、シンボルマークは以下のように使い分けた。これ以外のス

クリーン窃トーン、シンボjレマークは各図中に凡17!Jを示した。

とした。石器類の番号

り(石器)イ尭土 凹み 舷き

しいキズ

一日
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第 1節発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第 l節発掘調査に至るまで

琴丘地区の県営ほ場整備事業は、水田の規模を拡大して lヘクターノレ毎の区画に整備し、農

業経営の効率化をはかる目的で策定され、その工事は平成4年から実施されている。

本ほ場整備事業の計画地区内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、秋田

県教育委員会は、平成4年に計画地塁内の遺跡分布調査を行い、計画地区内に係る家の下遺跡

の存在を確認した。この結果を受けて、翌平成5年の秋には範囲確認調査を実施し、事業計画

範囲内における遺跡の広がりが明らかになり、翌平成6年に本調査を実施したのである。

中の沢遺跡については、工事実施区域として確認されていなかったことから、遺跡分布調査

および範囲確認調査の対象からはずされていた。しかし、家の下遺跡の本調査と併行して行わ

れていたほ場整備工事(伐根作業)中に、土器や石器が見つかり、その工事区域内の試掘をし

たところ、遺物とともに溝跡や焼土などの遺構が検出され、遺跡の範囲が確認された。この遺

跡の保存について、秋田県教育委員会は原因者と協議の結果、遺跡の本調査は記録保存の措置

をとることで合意し、平成6年に急j室、本調査を実施することになったものである。

第 2節調査の組織と構成

所 在 地 秋田県山本郡琴丘町鹿渡字中の沢48..63外

調査期間 平成6年7月11日~平成6年8月8日

調査面積 3，300rrf 

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 手Ij部修 (秋田県埋蔵文化財センター調査課学芸主事)

柴田 陽一郎(秋田県埋蔵文化財センター調査課文化財ー主査)

長津和民 (秋田県埋蔵文化財センター調査課非常勤職員)

総務担当者 藤肥良清 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主査)

佐藤広文 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主任)

須田 輝樹 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 秋田県山本農林事務所 琴丘町教育委員会 鹿渡土地改良区

-1-



第l章はじめに

A 

1図 中の沢遺跡と腐辺遺跡位護憲密



第 l節遺跡の位置と周辺の地形

2章遺跡の立地と環境

の の地形

上地理的位置(第 1

遺跡はおおよそ北緯400 ど 20"、東経140
0
51 811 の位置にある。本遺跡はJR奥羽本線鹿

渡駅から北方約3.2km、八郎潟の残存湖で、ある東部承水路から北東方向約2.0kmの距離にある。

2.地形概要〈第 1"'-'3図)

能代§山本地方は秋田県の北西部に位置し、出羽丘陵地の北寄りの部分にあたる。当地方は

東に奥羽脊梁山地より分岐する太平山山地に連なる七座山山地§房{主山山地、北には白神山山

地が占め、西は日本海に面している。この周辺の地形は、大きく、山地 e丘陵@段丘@低地 e

砂丘および干拓地に分けられ、この段丘@低地@砂丘に能代平野が広がっている。

能代平野では中央部を米代JlIが西流し、この川の北では白神山地から、南西流する河川が日

本海に注ぎ1 南では三種川との間に、丘陸地より流下した小河川が南北に分かれ、それぞれ米

代川と三種川に注ぐ。さらに、三種nIの南では丘陵地より流下した小河川が西流して八郎潟に

注いでおり、三種川の西側丘陵地に沿って低い段丘が発達している。

能代平野は本州、!の日本海沿岸でもっとも段丘地形の発達のよい地域の一つである O 段丘堆積

物の層相や段丘蛮の高度分布などから、米代}Ilより北では河成函が優勢なのに対して、南では

海成面が卓越し、地盤運動が北上がり南下がりに進行したことが推定されている。なお、これ

らの段丘堆議物は最上部 1，..._.2mが、通常、黄褐色~赤褐色の粘土か砂混じり粘土のような細

粒物質である。三種Jll---新屋敷の地域では5段の海成面が隣接しており、本遺跡は上位から 3

段目の森岳豆面と呼ばれる海成段丘上に立地していて、その標高は19，_，20mで、ある。今回の調

査区はこの段丘面の北東部に位置し、調査区の北~東側は l段低い水田および沼沢や堤となっ

ている。

2 

琴丘町に所在する遺跡は、琴丘町史によれば、 23箇所で、このうち、中の沢遺跡 (A)のよ

うに縄文時代に属する遺跡が19箇所、館跡が4筒所である。発掘調査が実施されているのは、

縄文時代に属する宝竜前遺跡と高石野遺跡の 2箇所である。また、 1994(平成6)年には、秋

田県教青委員会が県営ほ場整備関係で、中の沢遺跡のほかに家の下遺跡 (B) ..泉沢中台遺跡

つリ



第 2章遺跡、の立地と環境

第 1表 中の沢遺跡と周辺遺跡一覧

地図番号 遺跡名 種別 遺構 遺物 所蔵者

A 中の沢 集落 縄文、土坑・溝跡@土器埋設炉など 秋田県埋蔵文化財センター

B 家の下 集落 旧石器@縄文、竪穴住居跡 e土筑など 秋田県埋蔵文化財センター

C 泉沢中台 生産遺跡 平安@縄文、土師器@須患器、鉄棒など 秋期県埋蔵文化財センター

18-4 真山野 包含地 縄文土器 琴丘町教育委員会

18-5 陣場野 包含地 縄文土器 琴丘町教育委員会

18-6 鰻J11高石野 包含地 縄文土器

18-7 高石野 包含地
縄文中 e後@晩期土器、石器、土製品、

琴丘町教育委員会
中空土製品、石製品、土坑@竪穴状遺

18-8 兵ヶ沢 旬含地 石器 琴丘町教育委員会

18-9 舘の越館 館跡 空堀

18-10 狐 森 包含地 縄文土器、石器 琴丘町教育委員会

18-11 北牛淵 包含地 縄文土器 琴丘町教育委員会

18-12 古館城跡 館跡 空堀@段築・井戸

18-13 諏訪長根 包含地 縄文土器，石器、須恵器 琴丘町教育委員会

18-14 鬼沢口 包含地 縄文土器@石器 琴丘町教育委員会

18-15 宝竜前 包含地 縄文晩期土器。石器、竪穴住居跡・フラスコ状土坑 琴丘町教育委員会

18-16 地蔵長根 包含地 縄文土器、フラスコ状土坑

18-17 長信回 包含地 石器 琴丘町教育委員会

18-18 向 i口h 包含地 縄文土器、石器 琴丘町教育委員会

18-19 柏木岱 包含地 縄文土器

18-20 出 包含地 縄文土器

18-22 増 浦 包含地 縄文土器

18-23 西増浦 包含地 縄文土器

21-33 小狭間舘 館跡 古井戸、土塁 工藤良夫

21 34 鳥矢場 包含地 縄文晩期土器@石器@石棒 山本町公民館、皆土三郎

21-35 東飛塚館 館跡 縄文土器 e石鎌 e石匙など 山本町公民館

21-36 ケゴ館 館跡 段築

21-37 関の台 包含地 縄文土器(壷)、石錬など 山本町公民館

21-38 藤巻舘 館跡 空堀

21-39 古舘堤 包含地 縄文土器 e石器 山本町公民館

21-40 古館堤頭 包含地
縄文中期土器・石器(石鍛 e石匙など)

山本町公民舘
土偶 e竪穴住居跡 eフラスコ状土坑

21-41 東堤沢 包含地 縄文土器@石器 山本町公民館

21-42 木戸沢 包含地 縄文土器 e石器

21-43 木戸沢館 館跡 空堀

21-44 塚の岱 包含地 縄文土器@石器類

21-45 布沢城跡 館跡 空堀・築堤

21-46 百騎館 館跡 ~堀・築堤など

21-47 百騎台 包含地 縄文土器・五器(石鎌・石槍@石匙) 山本町公民館

※地図番号と遺跡名などの内容は、 A.B・C以外、秋田県教育委員会刊行の『秋田県遺跡地図J中央版-1990(平成2)

年ーによって作成した。
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第2節歴史的環境

(C)の発掘調査を実施したが、それを加えて遺跡数は26箇所、縄文時代に属する遺跡が22箇

所となる。遺跡の立地状況をみると、三種川上流域に5遺跡があり、他は!日八郎潟沿いの低位

段丘面に遺跡が集中している。第l図の図福中には本遺跡周辺の南北11.6km、東西7.7kmの範

囲に分布する遺跡を示している。ここでは、遺跡の周辺(町内)にあって発掘調査された縄文

時代の遺跡を中心に概観するO なお、文中( )内の数字 e記号は第 l図、第l表と対応する。

宝竜前遺跡 (18-15)は1975(昭和50)年、 1976(昭手051)年の 2次にわたって発掘調査が

実施されている。発掘調査報告書が刊行されていないため詳細は不明であるが、秋田県遺跡地

図(中央版)によれば、縄文時代晩期の土器 e石器が出土し、竪穴住居跡や43基のフラスコ状

土坑が検出されている。高石野遺跡 (18-7)は標高羽田の段丘上に立地する。 1985(昭和60)

年の調査では縄文時代中期@後期@晩期の土器やそれにともなう石器 e土製品@石製品など多

量の遺物が出土し、該期の土坑@竪穴状遺構をあわせて10基検出されている。本遺跡は1994

(平成6)年にも調査され、竪穴住居跡などが検出されている。このほか、地蔵長根遺跡(18-

16)では、発掘調査によってではないが、崖面に多数のフラスコ状土坑を見ることができる。

上記の家の下遺跡では、縄文時代前期~晩期の土器@石器などが出土し、縄文時代前期~晩期

の竪穴住居跡@竪穴遺構@土坑@フラスコ状土坑@屋外炉@焼土遺構@土器埋設遺構など250

を越える遺構が検出されている。また、泉沢中台遺跡では、 1994(平成6)年秋の範囲確認調

査で、縄文時代の遺物が出土している O

なお、近携の能代市や八竜町では、高規格道路である能代@八竜道路建設事業関係で、旧石

器時代~中世まで多くの遺跡が発掘調査され、各時代の文化の様相が明らかになりつつある。

琴丘町内では、上記の家の下遺跡で!日石器時代の石器が15，000点以上出土している。また、泉

沢中台遺跡では、本調査で平安時代の櫛列や土坑が検出され、 1994(平成6)年秋の範囲確認

調査においては、竪穴住居跡や焼土などが検出され、土師器 e須恵、器@鉄棒などが出土して古

代の製鉄関連遺跡と推定された。町内には古代や中世の遺跡が散見されるが、発掘調査研IJが少

ないこともあってまだ不明な点が多く、今後の遺跡発掘調査や検出された遺構@遺物の整理が

進めば、縄文時代のみならず、ほかの各時代の文化の様相が少しず、つ明らかになってくるもの

と思われる。

参考文献

内藤博夫 「秋田県能代平野の段丘地形Jr第四紀研究』第16巻第2号 1977 (昭和52)年

秋田累農政部農地整備課 f土地分類基本調査森岳@羽後浜田J)1984 (昭和59)年

通商産業省工業技術院地質調査所 『地域地質研究報告森岳地域の地質J)1985 (昭和60)年

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図J中央版 1990 (平成2)年

琴丘町 「琴丘町史J通史綜 1990 (平成2)年
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第2図工事計画
と周辺地形区

/(アミ部分i;;f:，t，の沢遺跡
調査範囲)



第 1節遺跡の概観

第 3章発掘調査の概要

第 l節遺跡の概観

中の沢遺跡は、八郎潟の残存湖である東部承水路から北東方向約2.0kmの距離にあり、八郎

潟の東岸に形成された標高19，.......，20mの海成段丘上に立地する。今回の調査区は、この段丘面の

北東部に位置し、南西から北東に向かつて緩く傾斜する部分で、標高は約16.5'"-'18.5 mで、調

査面積は3，300nfである。調査区の北~東側は l段低い水田および沼沢や堤となっており、そ

の比高差は約1.5mである。また、調査区の西端に隣接して東西に延びる農道があり、農道を

挟んだ西側のほ場整備の対象区域外には、 1段高い平坦面が山林や畑として残っている。農道

造成前の原地形は、山林や畑の平坦部から l段低い調査区にかけて緩い斜面となっていたもの

と推定されることから、よの平坦面にも縄文時代の遺構の存在が予想される。

調査区の調査前の現況は、杉林であったが既に伐採されており、その切り株が多く残って笹

竹や雑草が繁茂していた。杉林となる以前は水田や畑として耕作されていたようである。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法(第4図)は、中の沢遺跡から300m

ほど離れて発掘調査していた、家の下遺跡の調査区内のMG70グリッド杭を選定し、これより

北(磁北)に80m，西に280m移動して調査区内の起点MA50とした。そして、 MA50から北

を求めてグリッドの南北基線とし、この南北基線及びそれと直交する東西基線から、 4mX4

mのグリッドを設定し、 5箇所の杭を仮レベル原点とした。グリッド杭には、東から西に向かつ

て東西方向を表すLT.MA...MT.NA…NT.OA…ODというアノレファベットと、南から

北に向かつて南北方向を表す46.47…の 2桁の数字を組み合わせた記号を記入し.... 4mX4m 

の方限杭の南東隅をグリッドの名称とした。

遺物は、遺構内出土のものは、出土遺構名@出土層位@遺物番号@出土年月日を記入し、遺

構外出土のものは、出土グリッド@出土層位@遺物番号@出土年月日を記入したラベルととも

に取り上げた。基本的に土坑などの小規模な遺構は、長軸に沿って二分割して調査した。性格

不明遺構 (SX)などの大規模な遺構は十字に土層観察用のベルトを残し、四分割して調査し

た。調査の記録は、主に図面と写真によった。図面は、基本的には 1/20の縮尺で作留したが、

土器埋設炉は1/10で、遺物出土状況図は1/10もしくは1/20の縮尺で作図した。写真撮影は、
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第3節調査の経過

35mmのモノクロとカラーリバーサルフィルムを使用した。

室内における整理は、遺構は現場で取った平@断面図より第2原図を作成し、これをトレー

スした。遺物は洗浄@注記の後に実測図 e拓影図の作成、写真撮影を行った。

第 3節調査の経過

平成5年 7月6B Q 7日の両日、現地に資材の搬入や作業員の確保、調査区や排土置場など

についての確認や謁査方法の検討などの事前準備をした。なお、調査に先立ち重機による表土

剥ぎやグリッド杭の打設を業者委託した。調査は7月11日から 8月8日まで実施した。

7月11臼 ベノレトコンベヤーなどが搬入され午後から起動し、北端部から組掘りを開始した。

7月148 西部と中央部の粗掘りを終了し、東部にベルコンラインを移した。併せて遺構検

出作業も行った。乾燥と笹竹の根のために進行が遅い。

7月19日 東端部の遺携集中地点と西部の溝跡、付近の遺構検出作業を行う。 12日以来真夏日

が続き、乾燥しきっているため散水しながらの作業を継続する。

7月初日 西部の溝跡の精査を集中的に行う。

7月25臼 北東部の西寄りで土坑2基と遺物集中箇所を検出し

7月27日 北東部のフラスコ状土坑や土坑@焼土 e ピットを次々に半載し、断面図や平面図

8月1日

8月5日

8月8日

の作成を行う。今日から利部が諒査に参加。

残っていた遺構 (SKlle SX09"SX21など)の精査を開始。午後から待望の

雨が降った。北東端では地山精査中に、給土に繊維を含んだ土器が出土した。

地形調IJ量や個々の遺構や全体の写真撮影を主体に行う c

全ての遺構の調査を終了し、発掘調査の現場作業を全て完了した。

この後、秋田県埋蔵文化財センターで遺物@図面の整理作業を行い、報告書を作成した。

中の沢遺跡;

家のド遺跡、

第4図 グリッド杭設定図



第4主主 調査の記録

第 4章調査の記録

層本基節第

今回の謁査地点は、前述したように段丘の北東部にあたり、北西側から南東側iこか べ

傾斜している。基本的には第 I層の表土から第V層の地山まで5層に分層したが、調査区中央

部のMC52グリッド付近では第IV層の地山漸移層を欠き、表土から地山までの深さは35cmで、あ

る。調査区東部の鉄塔付近 (LQ50グワッド)では表土から地山までの深さは51cm"'-'53cmで、あ

るが、ここでは基本層序を観察するのに遺存状態の良かったLQ50グリッドの層序について記

すO なお、各層の詳細については基本層序図(第8図)に記してあるので¥ここでは土色と

厚を簡単に記すO

I層黒褐色土表土層厚9cm，........，19cm 

第E層黒色土層厚6cm'-""'llcm 

第E層黒褐色土縄文時代の遺物包含層

り込み面となっている 0

8 cm.._，12cm 

第W層黒褐色土第亜層と第V層(地山)の漸移層

第V層にぶい黄燈色土地山

6 cm~ 7 cm 

第 2節検出 と

今回の調査では、縄文時代前期~晩期の土器や石器が出土し一円イフ¥そのなかで、も後期前半

の時期の遺構@遺物が多liO遺物量は大コンテナ(縦59cmX横38.6 深さ20.7cm)で6箱であり、

は土器に比較して相対的に出土数が多く、この中で石錘や不定形石器の出土比率が比較的

高い。遺構は土坑10墓、フラスコ状土坑1基¥焼土遺構7墓、炉跡1基、溝跡4条、性格不明

遺構4基の計27遺構を検出した。遺構は、調査区の西部や北東部にあり、とりわけ北東端部に

して分布しており、ここでは焼土遺講や土坑の12遺構を検出した。西部に

どが分布している。以下、土坑、フラスコ状土坑、焼土遺構、炉跡、溝跡、性格不明遺構の)1霞

番に記述する。遺物の出土地点@層名について土器は挿図中に、石器類は観察表中に記入した。

なお、遺物の出土地点についてはSX09は土器 CIRP Jと略す入石器 CIRQJと略す)

の平面分布図@垂直分布図を掲載したので、その図を参照していただきたい。遺物の挿図は土

器@石器とも遺構内@外に関係なく通し番号を付した。また、石器には、挿図中の番号の先 I

を付して土器と区別して記述する O 図版(写真)中の番号もこれにしたがった。

-10-
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第2節検出遺構と遺物
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MC52グリ‘ソト(中央部)付近〔模式図〕
LQグリッド東壁断面

(縮尺 >i'o} 

基本層序

I層表土(耕作土一黒褐色土)

E層 黒色土 (10YR2/1) 1 mm以下の地山粒子・炭化物粒子1%含有。やや締まり有り。

班層 黒褐色土 (10YR2/2) 1 mm以下の地山粒子2%含有。 1mm前後の炭化物粒子 1% 含有。締まりは強い。
IV層 黒褐色土 (10YR3/2)黒褐色土と地山土の提訴移土。

VJ習 にぷい潔褐色土 (10YR6/3)一地山一

1 J萄 黒褐色土 (10YR2/2) 1 mm以下の池山粒子 1%含有。粘性・締まり中位。一現代の溝一

第6図基本層序図

前述したように、調査に入る前に杉の根 e笹竹などの根を重機によって表土~地山漸移層

(IV層)か地山上面 (V層〉まで除去したこともあって、遺構のほとんどを地山漸移層か地山

上面で検出した。

( 1 ) 土坑

平面形はさまざまであるが、やや深い掘り込みをもつものが多い。西側で2基、北東側で8

基検出した。

S K02土坑 (第7図)

[検出位置] 西側のMG54グリッドで検出した。 SDOlと重複しており、本遺構が古い。

[形状] 平面形は不整楕円形で、断面形は鍋底状である O

[規模] 長軸O.99m、短軸O.79m、深さ0.49mである。

[堆積土の状況] 4層に分溜した。上の 2• 3層は褐色系であるが、下の 4層は地山主体

(小ブロック)層でボロボロしており、最下層(5層)も 4層と似ている。また、 3'-"5層は

レンズ状の堆積をしている。

[壁。底面の状況] 壁@底面とも凹凸している O

[出土遺物]出土しなかった。

-13-



S K02， S D01 

1，時褐色(10YR3/3)土。粘性中、締まり中。地山小

粒子5%。混入。

2，稽褐色(10YR3/4)土。粘性中、締まり強。地山小

~中位子10%浪人。

3，黒褐色(lOYR2/のこと。粘性なし、締まり弱。

4，浅黄援f3(2.5Y7/3)土。地山主体、 2の土わずかに

(5 %)混入。全体的に小ブロックとなりボロボロし

ているo

5.浅黄楼色 (2.5Y7/のこと。 4と似るが2の土が20%混

入し、やや締まりあり。

調査の記録第 4章
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SK08 

S.P.A-B 

1.黒色(10YR1.7/1)士。粘性ー締まりとも弱。…基
本層伎の21喬一
2.黒褐色 (10YR2/むこと。粘性 e締まりとも弱。

3.極階褐色 (7.5YR2/3)二七。粘性弱、締まり巾ロ焼土

炭化物を30%含んだ属。

4，黒褐色(10YR3/2)土。粘性翁、締まり中。焼土・

炭化物を10%含む。

5，にぷい策褐色(10YR4/3)土。粘性中、締まりlTlo

6， 3とほぼi司じだが、やや締まりあり。
7，黒褐色(10YR3/2)土。粘性中、締まり強。

8，地山を主体にした層。褐色土が5-10%混入。

9，黒褐色(10YR3/2)土。粘性・締まりとも弱。ボロ

ボロしている。

。

天Jl:部{地111)'焼土残存状況陸i
(埋土 i二位)

SK08 

土坑(1 ) 
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第2節検出遺構と遺物

S K08土坑 (第7図)

[検出位震] 他の遺構と約10m離れた北西側M1 58グリッドにおいて、単独で検出された。

検出状況は楕円形の外側(特に北側)に地山、内側に黒色土(第I層)が堆積していたもので、

当初は倒木痕かと考えられた。

[形状] 平面形は不整楕円形で、断面形は北@西側は緩く立ち上がり、南@東側は壁半ばか

ら急な立ち上がりを示す。

[規模] 長紬1.70m、短軸1.18m、深さO.88mで、ある O

[堆積土の状況など] 土層断面図は 2箆所 (SP.A，.....，BeC---D)で作成した。当初、長

軸に沿って半裁 (SP. A---B)したが、南西~西側で墜と思っていた地山の下から炭化物粒

子を含んだ培褐色土や灰白色粘土、スギの生材を検出したので、急護、短軸の土層断面図 (S

P. C--D)を作成したものである。したがって、北側半分は壁の輪郭しか図にできなかった。

本遺構は地山の黄褐色粘土やその下位の地山である灰白色s粘土を掘り込んで構築されているO

S P. C""""Dの土層断面は、 4層に分層した。 1• 2層は30cm----50cmのj醤厚をもっ地山で、そ

の下の底面との鵠に 3層(灰白色粘土) ，， 4層(暗褐色土)が中の生材を挟むように 5cm----12 

cmの層厚をもって堆積しており、この深さで、湧水があるため木材が腐らずに残ったのであろうo

1 e 2層は壁擦から中心部にかけて堆議をしており、その下の3麗と下位の地山である灰白色

粘土は同じものと考えられることから、 3層と底面間は空洞となっていたのが崩落したものと

思われる。

SP. A，_，_，Bの土層断面は9層に分層した。全体的にはレンズ状の堆積をしている。中位の

3---6層のうち、 3e 4 e 6層は焼土e炭化物を含み、やや締まりがあり、西側落ち込み際の

5 J欝の下はわずかに焼けた痕跡がみられる。下位の東壁寄りの8層は、地山主体の大ブロック

で、 SP. C""""Dの土層断面中の 1 2層と向じ地山がオーバーハングしていて崩落した可能

性が考えられる。

[壁@底面の状況] 底面は凹凸がある。西側を除く壁は比較的滑らかであるが、西側はやや

由凸がある。

[付属施設] 検出されなかった。

〔出土遺物] (第16図1" 2、第18図S1 • 2)遺構確認、面から土器片4点@石器4点、埋

土から石器が1点、土坑底聞から23cmx35cmで、加工痕のない、杉の生材がl点出土している。

1 e 2は遺構確認面から出土した縄文を施文した土器である。 S1は不定形石器 (II a類)

で;"S 2は微小剥離痕のある石器(1類)である。

S K10土筑 (第8図)

[検出位置] 中央部のやや北のMA54グリッドで検出した。

-15 



第4章調査の記録

[形状] 平面形は不整長方形で、断面形はやや浅い揺り鉢の形状である。

[規模] 長軸1.10m、短軸0.85虫、深さ0.30mで、ある。坑底面に凹凸があり、長軸0.60m、

短軸0.28m、深さ0.03mの楕円形の浅い掘り込み状となっている。

[堆積土の状況] 5層に分層した。いずれも褐色系の埋土で、やや波打つているもののレン

ズ状に近い形状をしていることから、自然堆積かと思われる。 1層は焼土粒子を30%含み、 2

.._，4層には炭化物粒子を数%含む。

[壁 e底面の状況] 底面はやや凹凸がある。壁は比較的滑らかに立ち上がる。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K11土坑 (第8図)

[検出位置] 中央部のやや北のMB55グリッドで検出した。

[形状] 平面形は不整円形で、断面形は浅い皿形である O

[規模] 長軸0.78m、深さ0.10却である。

[堆積土の状況] 2層に分層した。いずれも暗褐色土で炭化物粒子を 1%含み、レンズ状の

堆積をしていることから自然堆積と思われる。

[壁 e底面の状況]中央部から南壁寄りに緩く傾斜しているが、他は滑らかである O

[付属施設) 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K12土坑 (第8図)

[検出位置] 北東部LR55グリッドで検出した。

[形状] 平面形は円形で、断面形は揺り鉢のやや浅い形状である O

[規模] 直径0.93盟、深さ0.23血で、ある。

[堆積土の状況] 4層に分層した。いずれも褐色土系で地山粒子を含む。特に 3.. 4層で地

山小ブロックの混入度が高く、 3層が中央部でやや盛り上がり、 2" 4層が両脇から流入 e堆

積し、また、 2""'4層ともやや波打っていることから人為的堆積と思われる。

[壁@底面の状況] 底面はやや白凸がある。壁は比較的滑らかに立ち上がる。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K13土坑 (第8図)

〔検出位置] 西側のMF53グリッドで検出した。 SK14が北側に近接しているが爵麦はない。

確認詣では長軸に沿って 0.25cmx 1. 25cmの長楕円形の焼土が確認された。

〔形状] 平面形は不整楕円形で、断面形をみると北西側は比較的深く、南東側は大変浅い 2
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第 2節検出遺構と遺物

SK12 

¥ぐれ 4 /'グー5 SKll 

S K10 
1.暗褐色土 (10YR3/3)炭化物粒子

( 1 mm) 1 %、0.5-2.0cm地山ブロ
H=17.60m一一

ック 20%含有。粘性・締まり中。~入 旬 72/ 1，暗褐色土 (10YR3/4) 1-3聞の焼土粒子30%

含有。粘性中位、締まり弱。 2，精褐色土(lOYR3/3)炭化物粒子 礼〉ご\_~会f
2，精灰黄色土 (2.5Y4/2) 1-2 mmの炭化物粒子

1%、3mm前後の地山粒子30%含有。軟かい所

と締まっているところが、ところどころにある。

粘性・締まりも同じ状態。

3，黒褐色土 (10YR2/3) 1-3聞の炭化物粒子2%

含有。粘性中位、締まり強。

4，黒褐色土 (10YR2/2) 2 -3醐の炭化物粒子 1%

含有。粘性・締まりとも弱。

5，黒褐色土 (10YR3/2) 1-3閣の池山ブロック

30%含有。粘性・締まり強。

SK14 

1.にぷい貿褐色 (10YR4/3)土。粘性・締まり中。地

山粒子30%縞状に混入。

2，暗褐色 (lOYR3/4)土。粘性・締まり中。地山小粒

子10%混入。
3，地山と隠褐色 (10YR3/4)の混合土。

S K13 

1.黒色 (10YR2/1)土。軟かい。基本題位E層と似る

2，褐色(lOYR4/りごと。軟かい。炭化物混入。

3，黒褐色 (10YR3/2)ゴニ。よく締まる。地山小~中粒

子10%混入。焼土混入のためか茶色がかつてみえる0

4， I清褐色 (10YR3/4)土。ボロボロしている。地山小

~中粒子15%、黒(炭化物か)色土がブロック状に混

入。根もかなり入りこんでいる。

5， 3とほぼ同じ。 3より地山の混入度高く、 20%混入。

6，にぷい黄褐色 (10YR6/3)粘土一地山ーの大プロッ

ク主体で、陪褐色 (10YR4/6)土が粒状に15%混入。

部分的に黒(炭化物)わずかに混じる。

7，にぷい黄褐色 (10YR4/3)粘土。粘性強やや軟かい。

8，黒褐色(10YR2/2)土。粘性中、締まり弱。地山小

~中粒子5%、炭化物小粒子10-15%混入。

( 1 mm) 1 %、粘性・締まり中。 一寸-i 

S K12 

1.黒褐色土 (10YR2/3) 1 mm前後の地山粒子

1%、粘性・締まり中位。

2，暗褐色土 (10YR3/3) 1 mm前後の地山粒子

1%、粘性・締まりやや強。

3，結褐色土 (10YR3/4)5mm前後の地山ブロ

ック30%、粘性・締まり強。

4，褐色土 (10YR4/心地山土50%含有。粘性・

締まり強。

9.陪褐色 (7.5YR3/3)土。焼土ポロボロしている。

10，黒褐色 (10YR2/3)土。粘性・締まり弱。

11.地山主体。大ブロック間に地山粒子・焼土粒子混入。

12，にぷい黄褐色 (10YR4/3)土一地山ーと黒褐色(10

Y R2/3)の混合土。

13， 12と土質ほぽ似る。 12より地山多く混入。

14，黒褐色 (10YR2/2)こむ粘性・締まりとも中。

15，黒褐包 (10YR2/2)土。地山小ブロック 5%混入。

16，地山主体で、階褐色土わずかに混入。

17，地山主体。大ブロック間に褐色土粒子混入。

2m 

第8図土坑(2 ) 



第4章調査の記録

立と4

S K2<1と SN23 

S.P.A-B (SK24) 

※スクリーントーンは検WI時の
t史上範i現

1.1湾褐色土(10YR3/4)均-.1mm前後の炭化物粒子

1%含有。粘性@締まり弱。

2.暗褐色土(lOYR3/4) 1--5 mmの地山粒子、 1mm前

後の炭化物枝子1%含有。粘性・締まりやや強。

3.褐色土(lOYR4/6)焼土だが、全体に褐色土でやや

あか味を呈している。粘性・締まり中位。炭化物粒子

1%以下含有。

<1.褐色土 (10YR4/4)粘校舎締まり中位。炭化物粒子

1%以下含有。

5. にぷい議褐色土(10YR5/4)5mm前後の炭化物を認

める。 1-3mmの地山粒子5%含有。粘性・締まり中
位。

出ご宵天~

S K25 

1.褐色(10YR4/4)土。締まりやや強く、粘性強。

2.褐色 (10YR4/6)土。地山粒子多量混入。炭化物様

少量混入。 1より粘性共に強い。

S.P.C--D (SN23) 
1.暗褐色土 (10YR3/4)均一・ l胸部後の炭化物粒子

1%含有。粘性・締まり弱。

2.稽褐色土(10YR3/4) 1--5 mmの地山粒子、 1mm前

後の炭化物粒子1%含有。粘性ー締まりやや強。

3.オリーブ黄色土 (5Y6/3)地山土と暗褐色土が60%

対40%で混入。粘性・締まり強。際ー炭化物粒子混入。
4.褐色土 (10YR4/4)全体が赤味を沿びた焼ニヒである

が、明瞭なものでない。粘性・締まりやや弱。

5.階褐色土(lOYR3/4) 1-5mmの焼土粒子2%含有。

粘性・締まり中位。

6.褐色土 (10YR4/4)地山粒子 1%。粘性・しやや強。

7.褐色土(10YR4/4)脊灰色の地山ブロック10%、3阻
前後の炭化物粒子1%含有。粘性・締まりやや強。

6.時褐色土(10YR3/3) 1 mmの炭化物粒子 1%、3則

前後の地山粒子3%含有。粘性・締まり弱。

7.オリーブ黄色土 (5Y6/3)地山土と結褐色土が60%
実;J40%で混入。僚も混在。粘性・締まり強。
7 '.にぷい貧褐色土(10YR5/3) 7に比べて暗褐色ことが

主体である。 3--10mmの地山土を30%含有。粘性・締

まり強。

S K26 

SK26 

J 
※スク 1)ーントーンは、
検出i侍の悦上範閤

~と1 A 
2 号FLノ

1.精褐色土 (10YR3/4) 5 mm前後の炭化物2%含有。

1mm前後の地山粒子1%含有。粘性'・締まり中位。

2. にぶい貿褐色土(10YR4/3) 1--5 mmの池山粒子30

%含有。炭化物粒子 1%含有。粘性・締まり強。

。 2m 

第9図土坑(3 ) 
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第2節検出遺構と遺物

段構造となっている。北西側の平面形は不整楕円形で、坑底問中ほどに平面形が略円形の摺鉢

状の掘り込みがある。南東側は平面形が略楕円形で、坑底臣のやや南西援寄りにはわずかな窪

みがある。

[規模] 全体の規模は長軸1.55m、短軸0.73m、確認面からの深さは最深部で、0.62mである。

北西側は規模が長軸0.73mxO.88m、坑底面まで、の深さ0.26m'-""'0.42出で、坑底面にある掘り

込みの規模は0.43mxO.58m、坑底面からの深さ0.15皿で、ある。南東側の規模は0.43cmx 0.69 

cm、深さ0.07m，-.._，0.12mで、坑底面のやや南西壁寄りの寵みは径O.20m、坑底面からの深さがO.

08mである。

[堆積土の状況] 全体的に複雑な様相を笠しており、 17層に分層した。北西側@南東側断面

の11債に記述する。 北西側は 1.-.，.，8 " 17層に分層した。上位の 1--4層はレンズ状に近い堆積を

しており、 2---4麗は焼土 9炭化物の主体層もしくは多く含んだ層で、 2層は炭化物を多く

んだ焼土層かと思われ、 3.. 4層は地山大ブロックを挟むようにして堆積している。壁際の17

層は地山主体層である。最上層の l層は、窪んだところに堆積したと思われる、基本層序の第

ll)蓄と類似した黒色土である。下位の 5---8層は地山主体の層が多い。 5層は焼土と地山の混

土層、 6---8J蓄は地山に炭化物や地山の粒子がわずかに混入した層である。 7層下面の坑底面

もしくは8層下面の掘り込み部底面には部分的に炭化物層が0.05mの厚さで堆積している。

以上のように、北西側の下部70 8窟下菌には炭化物層があり、その上には地山主体層(6 

層)や地山大フ守口ックが多く、炭化物や焼土を含んだ層 (3，，-，5層)が上下あるいは隣接して

波打ちながら堆積している。また、上位には炭化物を含んだ焼土層(か)があり、ほぽレンズ

状に堆積している。これらのことから、坑底面付近は空洞であったものが崩落したもので、そ

の後に上部で火を焚いたと推定することも可能であるが、決定的な判断材料に欠ける。

南東側は9，..._，16層まで10J蓄に分層した。最上層の 9麗は焼土で、その下の11，..._，13層は地山主

体土もしくは地山と褐色土の混合土であるo 11'"'-'13題下の14• 15)曹は、やや粘性@締まりのあ

る黒褐色土で、やや南西壁寄りの窪みから壁擦にかけて堆積している。

[壁 e底面の状況〕 北西側の壁そのものは比較的滑らかで、坑底面の中ほどの摺鉢状の掘り

込みから、南東壁以外は、壁半ばまでは緩く立ち上がり、壁半ばから急な立ち上がりを示す。

南東側は壁そのものは滑らかで、坑底面のやや西壁寄りにはわずかな窪みがあるが、壁は緩や

かに立ち上がる。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 埋土から土器片が2点出土している。磨滅した小破片のため図示できなかった

が、色調は褐炭色で、胎土は精選され、網目状撚糸文と思われる文様を施文していることから、

縄文時代後期前半の土器と思われる。

19ー



第4章調査の記録

S K14土坑 (第8図)

[検出位置] 西側のMF53グリッドで検出した。 SK13が南側に近接しているが爵菱はなし、。

[形状] 平面形は「ダルマJ形に近い形状で、断面形は浅い皿形である。

[規模] 長軸1.75m、短軸 1.27m、深さ0.19mで¥くび、れ部の短軸は0.76mで、ある。

[堆積土の状況など] 3層に分層した。褐色土系や褐色土と地山の混合土が、やや波打ちな

がらも、レンズ状に堆積していることから、自然堆積と思われる。

[壁@底面の状況] 壁や底面には凹凸がある。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S K24土坑 (第9図)

[検出位置] 北東側のLR58 = L R59グリッドで検出した。 SN23と重複しており、本遺構

が新しい。

[形状] 平面形は、北壁が明瞭でないが、不整楕円形と曹、われる。横断面形は鍋底形である

が、長軸の南からヨヒに緩く傾斜している。

[規模] 長軸1.68m、短軸1.03皿、深さ0.31mで、ある。

[堆積土の状況] 東西の土層断面 (SP. A---B)は8層に分層した。上部は暗褐色土や褐

色土系が中心で炭化物がわずかに混入している層が多く、上部の西隅にはわずかに焼土層が認

められる。坑底面付近には褐色土と地山の混合土が堆積している。中央部2箇所が根による撹

乱のため全体の状況は不明であるが、おおまかに見るとやや波打ちながらもレンズ状に近い堆

積していることから、自然堆積と思われる。

[壁 e底面の状況] 底面は長軸の南から北に緩く傾斜しわずかな段差はあるが、壁は滑らか

である。

日t属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] (第16図4--8、第18図S3 • 6)埋土から土器片6点、石器の剥片が5点出

土している。土器の 4，......，8は縄文を施文した土器で、 4.. 5は細く、浅い沈線を縦に施文して

いる。 S3は不定形石器(1 -b-4類)で、 S6は不定形石器 (1-b-1類)である。

S K25土坑 (第9図)

[検出位置] 北東側のLR58" L S58グリッドで検出した。

[形状] 平面形は円形である。断面形は西側が浅い皿形であるが、東側はやや窪んで、いるた

め鍋底状を呈する。

[規模] 直径0.54mで、深さは西側で、0.03m、東側で0.17mである。

[堆積土の状況] 2層に分層した。いずれも褐色土である。レンズ状の堆積をしていること
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から自然堆積と思われる。

[壁@底面の状況] 底面にやや凹凸がある。壁は滑らかである O

[付罵施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 遺物は出土しなかった。

S K26土坑 (第9図)

[検出位量] 北東側のL858グリッドで検出した。確認面で立石の周囲に、楕円形で短軸O.

20、長軸0.48mの大変薄い焼土を確認した。

[形状] 底面の南東壁際に円形の落ち込みがあってやや張り出すが、平面形は不整楕円形で、

断面形は浅皿形である。南壁際に楕円形の立石(幅0.16m、長さO.22m)がある。

[規模] 長軸O.77mで、短軸0.49m、深さは0.14mで、ある。円形の落ち込みは直径0.26m、

深さO.32mである。

[堆積土の状況] 2層に分層した。 1層は暗褐色土で炭化物をわずかに含む。 2層は粘性@

締まりとも強いにぷい黄褐色土で、わずかな炭化物と多くの地山粒子を含むことから人為堆積

と思われる。

[壁@底面の状況] 底面にやや凹凸があるが、壁は滑らかである。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 遺物は出土しなかった。

( 2 ) フラスコ状土坑

土坑と区別して、断面形がフラスコ状となるものを本遺構とした。南東部で 1基検出したo

S K F06フラスコ状土坑 (第10図)

(検出位置] 北東側のLT57グリッドで検出した。

[形状] 平面形は円形で、断面形はフラスコ状であるO
、ー.礼

[規模] 関口部径1.08m、口勤部径O.74m、底径0.76m、深さ0.88mである。底面よりやや

上に最大径がありその直径は1.18mで、ある。

[堆積土の状況] 8層に分層した。上位は褐色土系の堆積土が炭化物をわずかに含んで、や

や波打ちながらレンズ状の堆積をしている。下位は褐色土系の堆覆土が、地山か地山と培掲色

土の混合土を縞状に挟みながら、やや波打ちながら中央部が盛り上がった状態を呈しており、

いづれの層厚も一定していな ~)o 以上のことから人為堆積と思われる。

[壁@底面の状況] 底面はやや凹凸がある。 控は崩落のため上半部にやや凹凸がある一o

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] (第16図9-25、第18図85)埋土から土器片64点、石器や剥片が15点出土し
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ている。土器の 9，....，.，11は地文が撚糸文で、垂下する沈線を施文後、沈線開の一部を磨リ消して

文様帯を作出しており、 9" 10は渦巻状の文様を施文している。 13e 15 e 17は波状口縁部片で、

13は波頂部に渦巻状の文様を、 17は円形文を施文している。 19e 21は条痕文を施文した土器で

ある。 23は粗製土器の下半分の残存で、胴部上半から緩い曲線を描いて底部にいたる器形であ

る。縄文地である。 24"25は土器の底部であるo S 5は弧状部の片面に刃部を作出した不定形

石器 Cll-A類)である。本遺構の構築時期は、出土土器から、縄文時代後期前半と思われる。

( 3 ) 焼土遺構

検出時に焼土@炭化物の法がりが確認された遺構である。焼土@炭化物の下に比較的小さく、

浅い掘り込みのある遺講もここで扱う。本遺構は南東部で7基検出した。

S N17焼土遺構 (第10図〉

[検出位置] 北東側のLQ57グリッドで検出した。

[形状] 焼土の平面形は楕円形で、焼土下に鍋底状の浅い掘り込みがある。

[規模] 焼土の広がりは0.57xO.74mで、掘り込みは径1.08m、深さ0.18mである。

[堆積土の状況] 2層に分麗した。 1e 2層とも褐色系で、基本層序の第車 "IV層を掘り込

んだよに堆積している。いずれも細かい焼土粒子がにじむように混入している。

[壁@底面の状況] 壁 e底面とも大変凹凸がある。

[付属施設〕 検出されなかった。

[出土遺物] (第17図26e 27)焼土から土器片3点、石器のまIJ片が3点出土している。土器

の26"27は細破片であるが縄文地の土器である。

S N18焼土遺構 (第10図)

[検出位置] 北東側のLS57グリッドで検出した。

[形状] 焼土の平面形は椿円形である。焼土は薄く、かすかに範函を示しているが、その下

に掘り込みは無い。

[規模] 焼土の広がりは0.25xO.50mで、ある。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S N19焼土遺構 (第10図)

[検出位置] 北東側のLR56グリッドで検出した。

[形状] 焼土の平面形は円形で、焼土下に浅い血状の掘り込みがある。

[規模] 焼土の広がりは直径0.40訟で、掘り込みは径0.45m、深さ0.14mである。

[堆積土の状況] 3膳に分層した。いずれも暗褐色系で、レンズ状に近い堆積を示している。

円，
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上位の 1層は櫨色気味の粒子(焼土)がうっすらと、また、 2.. 3層には地山フゃロックや炭化

物粒子が混入している O

[壁@底面の状況] 壁@底面ともやや凹凸がある。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] 出土しなかった。

S N20焼土遺構 (第10図)

[検出位置] 北東側のLR56グリッドで検出した。

[形状) 焼土の平面形は円形で、焼土下に浅皿状の掘り込みがある。

[規模] 焼土の広がりは直径0.42mで、掘り込みは径0.70m、深さ0.18mで、ある。

[堆積土の状況] 3麗に分層した。上位の l層は暗褐色土で、撞色気味の粒子(焼土)がうっ

すらと均一に混入し、 3層は灰黄褐色で多くの地山フゃロックにわずかに炭化物が混入している。

[壁 e底簡の状況] 壁 e底面にはやや泊凸がある。

[付罵施設〕 検出されなかった。

[出土遺物] 遺物は出土しなかったo

S N22焼土遺講 (第10図)

[検出位置] 北東側のLR55 .. 56グリッドで検出した。

[形状] 焼土の平面形は楕円形で、焼土下iこ平面形が円形、断面形が浅皿状の掘り込みがあ

る。

[規模] 焼土の広がりは0.37XO.60mで、掘り込みは誼径0.66皿、深さ0.24却で、ある。

[堆積土の状況] 5層に分}蓄した。上位の2層は褐色の焼土層である。 3，.....，5層はにぷい黄

褐色や暗褐色で炭化物や地山粒子がわずかに混入している O

[壁 e底面の状況] 壁は滑らかで、底面は平坦である。

[付罵施設] 検出されなかった。

[出土遺物] (第16図3)遺物は埋土から 3の土器が 1点出土した。 3はやや風化している

口縁部片である。無文で、色調は浅黄櫨色、胎土に砂粒を含む。縄文時代中期後半~後期前半

の土器と思われる。

S N23焼土遺構 (第9園)

[検出位置] 北東側のLR58グリッドで検出した。 SK24と重複しており、本遺構が古い。

[形状] 焼土の平面形は楕円形で、焼土下に平面形が不整楕円形、断面形が鍋底状の掘り込

みがある。

[規模] 焼土の広がりは0.42XO.97mで、掘り込みは長軸1.08m、短軸0.57，-..，0.93m、深さO.

18践である。
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[堆積土の状況] 4層に分層した。上位の4層は褐色の焼土層で、 5層は暗褐色で焼土がわ

ずかに混入している。下位の7層は褐色で青灰色の地山ブロックや炭化物粒子が混入し、粘性@

締まりが強い。

〔壁@底面の状況] 援はやや滑らかで、底面にはやや凹凸がある。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] (第17図28，-..，39、第18図S4 e 7) 遺物は埋土から土器片が31点、石器が2

点、石器の斜片が5点出土した。 29..30、33，..._，35は無文の土器で、 36は無文地に縦の2条の細

い沈線を施文している。 31• 32は縄文地で、 29G 30は細い沈線を縦に曲線的に施文している。

縄文時代後期前半の土器と思われる。 S4 " 7は微小剥離痕のある石器(1類)である。

S N28焼土遺構 (第11図)

[検出位置] 北東側のLR59グリッドで検出した。

[形状]‘ 焼土はかすかに範囲を示しているが、その下に掘り込みは無し」焼土の平面形は東

西に長い不整形である。

[規模] 焼土の広がりは0.81x 1.22m、厚さは0.03mで、ある。

[付属施設] 検出されなかった。

[出土遺物] (第17図40--43) 遺物は埋土から土器片が7点出土した。 40'判官刻犬口縁で、

細く、浅い沈線がやや曲線的に波頂部から垂下している O 日縁部下にも同じ様な l条の沈線が

直線的に巡る。 43は無文地に直線的な沈線を斜めに施文している。いずれも色調は灰白色であ

る。これらは縄文時代後期前半の土器と思われる。

( 4 ) 土器埋設炉

土器が埋められており、その周囲で火を焚いた痕跡のあるものを本遺構とした。 北東部で l

基検出された。

S R27土器壊設炉 (第11図)

[検出位置@状況] 北東側のLS58グリッドで検出した。検出段階で、土器の周囲に不整円

形の焼土 e炭化物の広がりがうっすらと確認された。土器の上半部は既に欠失していた。竪穴

住居跡を想定して周囲を精査したが、本遺構に伴うと思われる柱穴や壁溝などは検出されなかっ

fこO

[形状] 半載したところ、浅い皿状を呈した掘形が確認された。土器は掘形のほぼ中央に、

正位で埋設されていた。

[規模] 焼土の法がりは直径0.44mで、掘方は径0.40m、深さ0.08mである。

[堆積土の状況] 5層に分層した。 1，._， 3層は土器内部の、 4• 5層は掘形の堆積土である。
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モそ

「ミミミ戸込L

SN17 

1， i溶褐色土(焼土)(10YR3/4) 2 -5聞の炭化物3%含

有。粘性・締まり中位。細かい焼土粒子がにじむよう

に混入。

2，褐色土(焼土)(10YR4/6)細かい焼土粒子がにじむよ

うに混入。粘性・締まり中位。

3，暗褐色土(1OYR3/4) 1-2 mmの地山粒子3%含有。

粘性・締まり中位。惹本}高位のE。

4， 11音褐色土(10YR3/4) 0.5-1.0cmの地山ブロック50

%含有。粘性・締まりやや強。基本層位のIV(漸移層)

S KF06 
※スクリーントーンは、 7・8層で‘ある。

1.黒褐色土 (10YR2/3) 1 mm前後の炭化物粒子1%。粘性，締まり

中位。

2.黒褐色土(10YR2/2) 0.5-1.0c恐の炭化物1%0 1 mm前後の炭化

物粒子1%。粘性・締まり中位。

3.黒褐色土 (10YR2/3) 1 mm前後の炭化物粒子ー池山粒子2%。粘

性・締まり中位。

4. 11音褐色こ仁(lOYR3/3) 1 mm前後の地山粒子1%。粘性・締まり弱。

5.黒褐色土 (2.5Y 3/2) 1 mm前後の地山粒子2%。粘性・締まり強。

6.にぷい黄褐色土(10YR4/3)lmm前後の炭化物粒子1%。粘性強、

締まり中位ロ

7.賞褐色土 (2.5Y5/4)ややにごるがほぼ純粋の地山土。粘性・締ま

り強。

8，黄褐色土と精褐色土50%つづ、粘性強、締まりは強~弱である。

(オリーブ褐2.5Y4/4)

ぷ.-_c-;-，-で>"SN20SN19 ~ 

~<<<J t>>¥ ..... .... 

:":::3' ミ;:::0/
骨

2 ;1 H =17 .fjOm-

S去シ 宅吾
SN19， SN20 6 

1.階褐色土 (10YR3/4)撞色気味の粒子が、うっすら

と均一に含む。 2-3阻の炭化物粒子10%含有。不安

定な 5mm前後の池山ブロック 5%含有。粘性・締まり

中位6

2.黒褐色土(lOYR2/3) 1-2 mmの炭化物粒子 E 地山

粒子 1%含有。粘性白締まりやや強。

3，灰賞褐色土 (10YR4/2) 1-2 mmの炭化物粒子 1%

含手言。 0.5--2cmの不安定な地山ブロック40%含有。粘

性・締まりやや強。

4.碕褐色土(lOYR3/4)燈色気味の粒子が、うっすら

と含まれるが、中に5醐前後で、プロック状を呈する

部分もある。

5，黒褐色土 (10YR3/2)地山粒子が集合して、ブロッ

ク状を呈する部分もあるo 1 mm 以下の炭化物粒子1%

含有。粘性・締まり弱。

6，褐色土 (10YR4/4) 3 --5 mmの地wブロック10%含
有。粘性はややあるが、根によるためか軟かく締まり

カfなし、。

S N22 

@ 
CZIIT 

二長ニ
1 

1.黒褐色土 (10YR2/3)さらさらした黒色土。粘性・

締まり弱。

2，褐色土 (10YR4/6)焼土であるが、全体としては褐

色土のように見える。粘性@締まり中位。焼土化した

3-5踊の焼土粒子1%含有。

3，にぷい貿褐色土 (10YR5/4)砂粒子を30%含む。 3

--5阻の炭化物粒子 1%含有。粘性・締まり強。

4.暗褐色土(10YR3/3) 1-2 mmの地山粒子1%含有。

3mm前後の炭化物粒子 1%含有。粘性・締まりi:t。

5，暗褐色土(1OYR3/4)地山粒子1%含むが、撹乱。

粘性・締まり弱。

第10図 フラスコ状土坑@焼土遺構(1 ) 
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S R27 
1.黒色土 (10YR1.7/1) 1-2mmの地山・焼土粒子10

%含有。粘性・締まり中位。炭化物粒子2%含有。

2，黒褐色土 (10YR2/2)炭化物粒子 1%、1-3mmの

地山・焼土粒子30%含有。粘性・締まり中位。

3，黒色土(10YR1.7/1) 1と類似するが、地山・焼土

の含有量が少なく 5%。粘性・締まり中位。

4，褐色土 (10YR4/4)2.......5mmの焼土ブロック 1%含

有。炭化物粒子 1%。粘性・締まり中位。

5.翼褐色土(10YR5/6)炭化物粒子 1%。粘性・締ま

り中位。

S N28 
1，褐色オニ(10YR4/6)焼土 e炭化物粒子を 1%含有。

平田でもかすかに分る程度である。粘性・締まり中位。

SDOl 

S D01 
1，暗褐色(10YR3/3)土。粘性・締まり中。地山小粒

子5%混入。
2，稽褐色(10YR3/4)土。粘性中、締まり強。地山小

~中粒子10%浪人。
3.黒褐色 (10YR2/3)土。粘性なし、締まり弱。

第11図焼土遺播(2) ・土器壊設炉@溝跡(1 ) 



第2節検出遺構と遺物

1'""-' 3層はほぼ水平に近い堆積をしている黒急もしくは黒褐色土で、焼土@炭化物@地山の粒

子を混入している。 4e 5層は褐色土もしくは黄褐色土で、焼土フゃロック@炭化物粒子を混入

している。

[壁@底面の状況] 壁@底面とも比較的滑らかである O

[出土遺物] (第17図56)56は炉体土器である O 下半分の残存で、胸部半ばからかなり丸み

を帯びた曲線を指いて底部にいたる器形で、縄文地の粗製土器である。底部付近は加熱により、

赤変している。器厚は4mmと薄い。以上の特徴や周囲の土器出土状況から、 56の土器は縄文

時代晩期の所産と思われる。

( 5 ) ;蕎跡

長さのわりに幅がなく、細長く伸びているものを本遺構とした。西側で4条を検出した。

S D01溝跡 (第11図)

[検出位置] MF53""""MH56グリッドにかけて検出した。南から北西方向に伸びている。 S

K02土坑と重複しており、本遺構が新しい。

[形状] 全体的にはほぼ産線的であるが、南では幅がやや広く、浅い。北西では隠がやや狭

くて、深く、壁がわずかに外に開く形状である。

[規模] 全長は13.16m、幡0.25，.......，0.55加、深さは最深部で、0.14mで、ある。

[堆積土の状況] 2層に分層したo 1層は暗褐色、 2層は黒褐色で、いずれも締まりがやや

ある。

[壁 e底面の状況] 壁 e底面ともやや凹凸がある。

[出土遺物] (第18図S8)は理土から石器が1点出土した。 S8は徴小説離痕のある石器

でI類である O

S D03溝跡 (第12図)

[検出位置] MF50---MD54グリッドにかけて検出した。南西から北東方向にゆるく傾斜し

て沢まで伸びている。 SD05と重複しており、本遺構が古い。

[形状] 全体的には段ぼ直線的であるが、部分的にかなり広狭がある。南西ではかなり深さ

があるが、北東は大変浅し、。壁は南西では外にi菊く形状であるが、他はやや窪んでいる程度で、

壁はなだらかな立ち上がりを示している。

〔規模] 全長は25.60m、幅1.20，..._，4.90m、深さは最深部で、0.53mで、ある。

[堆積土の状況] 南西側の土麗断面は?窟に分題した。レンズ状の堆積をしており、自然堆

積と思われる。ほとんどの層は締まりがよい。上位の 1• 2層とも黒褐色で、 2J冨は滞水によ

る土色の変化のためかやや灰色を帯びて見えた。下位の 3，..._，7層は暗褐色や黒褐色で地山粒子
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の混入している層が多い。土層断面の観察から、 3，.._，7層が堆積した後に流水があり、 1• 2 

層によってそれが埋まったことがわかる。北東の溝底面には部分的に紬砂層がわずかに堆積し

ている場所もみられた。

[壁@底面の状況] 南西は壁@底面とも凹凸があるが、北東の壁は滑らかで、底面はやや平

坦である。

[出土遺物] (第17図44a 45 " 57、第18a '"'-'21図S9 " 10 " 17，......，21) 底面や埋ゴこから土器

片が10点、石器や剥片が14点出土している。土器の44057は灰白色でやや厚手の土器である 0

57は底部付近の残存で、網目状撚糸文を施文している。剥片石器の9は不定形石器(1類)で¥

10は微小剥離痕のある石器 (ll類)である。磯石器の17• 18は擦石で、 4面に広い擦面をもっO

19 " 21は石皿で、 19は欠損しているが縁をもっている。 21は偏平な石の l面にやや広い擦面を

もっていることから石皿としたものである。 20は凹み石であるが、 1端に敵打痕をもつことか

ら、敵石としても使用されたものである。

本遺構は、出土土器から、縄文時代後期前半の所産と思われる。

S 005溝跡 (第13図)

[検出位置] M E53--M D54グリッドにかけて検出した。南西から北東方向にゆるく傾斜し

て沢近くまで伸びているo S D03と重複しており、本遺構が新しL、。

[形状] 全体的にはやや直線的であるが、部分的に広狭がある O 断面形は、壁がやや外に開

く形状である。

[規模] 全長は6.90血、幅0.15.---0.30m、深さは最深部で0.18mである。

[堆積土の状況] 1層のみで、黒掲色で柔らかい。

[壁 e底面の状況] 援にはやや凹凸があるが、底面はやや平坦である。

[出土遺物] 埋土から土器片が2点、石器の剥片が l点出土している O 土器は磨滅が著しい

小破片で、図示しなかったが、色調は浅黄櫨色で、胎土には細砂粒が混入していることから、縄

文時代後期のものと思われる。

S 007溝跡 (第13図)

〔検出位霊] M E47，.....，M F 48グリッドにかけて検出した。南から北方向にゆるく傾斜して伸

びている。

〔形状] 平面形は iLJ字クランク状で、部分的に広狭がある。断面形は、壁がやや外に開

く形状である O

[規模〕 全長は13.15町、幅0.20--0.45m、深さは最深部で0.14mで、ある。

[堆積土の状況] 2層に分層した。黒色・黒褐色で地山の小粒@小ブロックをわずかに含む。

[壁・底面の状況] 壁にはやや凹凸があるが、底面はほぼ平坦である。
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S D05 

SD05 

日ニ1自.70m
で品;百

ちも〆ムぐ

1.黒褐色 (10YR2/2)土。粘性・締まり弱。

。

S D07 

1.黒色土 (10YR2/1) 1cm蔀後の地山ブロック 1%含

有。 1-2mmの地山粒子1%含有。粘性・締まり弱。

2.黒褐色土 (10YR2/3) 1-3 mmの地山粒子2%含有。

粘性・締まり中位。

2m 

第13図溝跡(3 ) 



その他の遺構(1 ) 

第2節検出遺構と遺物

S X09 

1.黒色(10YR2/1)こと。基本属位第2層。

2.褐急 (10YR4/4)土。粘性弱、締まり強。

炭化物 e地山小~中粒子30%混入。

3.黄褐色(10YR5/6)土。地山主体で炭化

物小粒子5%混入。

4.褐色(10YR4/4)土。粘性・締まりとも

中。炭化物・地山小~中粒子20-25%混入。

5.褐色 (10YR4/4)土。粘性中、締まり強。

地山主体で炭化物・地山小~中粒子10%混入o

6. ~察褐色 (10Y R3/2)土。粘性弱、締まり強。

地山・炭化物小粒子2-3%混入。

7.暗褐色 (10YR3/3)土と地11Jの混合土。粘性

e締まり中。炭化物小粒子1%浪人。
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Q
何

SX15 

日=18.20m一一一
3 

地lL! 1-1=18.10111-一一

一レ-------rS X15 

1.黒褐色(10YR3/2)土。粘性・締さりとも弱。

2.黒褐色 (10YR2/3)土。粘性・締まりとも中。

3.灰黄褐色(10YR4/2)土。粘性中、締まり強。地山

小~中粒子20%混入。

4.暗褐色 (10YR3/3)土。粘性中、締まり強。地山小

~大粒子40%混入。

5.黒褐色(10YR3/2)土。粘性中、締まり強。地山極

小~中粒子15%混入。

6正

日=18.10111一一一一

~一一

S X21 
1.褐色土 (10YR4/4)炭化物粒子 1%含有。粘性・締

まり弱。
2.黒褐色土(10YR2/2) 1-2阻の地山粒子・炭化物

粒子2%含有。部分的にグライ化したような土も含む。

粘性・締まり強。
3.オリーブ黄色土 (10YR6/3)全体が粘質土、部分的

に酸化している部分があり。粘性・締まりとも強。

第15図その他の遺構(2 ) 
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くこ二〉

番号 出土地点 層 長さ 理局 厚さ 重さ

S 1 SK08 磯認菌 4.8 6.4 1.4 28 

S 2 SK08 埋土 3.75 4.6 1.2 14 

S 3 SK24 埋土 4.7 3.3 0.6 7 

S 4 SN23 黒色土 2.0 3.5 0.8 4 

S 5 SKF06 覆土 5.4 9.0 1.65 51 

S 6 SK24 理土 2.9 2.25 0.5 2 

S 7 SN23 褐急土 3.6 3.95 1.3 15 

S 8 SD01(MH55) !底由 5.35 4.25 1.45 

S 9 SD03(MD54) 場土 4.4 3.1 1.35 18 

第18関遺構内出土石器(1 ) 
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番号 出土地点 層 長さ 中高 厚さ 重さ

810 SD03(ME52) 黒色土I 5.9 8，2 2，1 86 

811 SX09，RQ7 2.8 2.3 0，5 2 

S 12 SX09 1璽土 4.95 5.45 1.25 25 

813 SX09 埋土 6，2 3.0 0.7 10 

814 SX09 理土 4，6 5，0 1.0 15 

S 15 SX16 埋土 5.3 3.85 0.9 9 

816 SX09，RQ4 8.8 9，0 1.8 144 
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第 2節検出遺構と遺物

[出土遺物] 遺物は出土しなかった。

( 6 ) その他の遺構

平面形が不整形で、底面には凹凸があるという特徴をもっ遺構をその他の遺構とした。中央

部で3基、西で 1基を検出した。

S X09その他の遺構 (第14図)

[検出位置] L Q52 e 53グリッドで検出した。

[形状] 平面形は不整形で、南側の壁は浅い血状に緩く立ち上がるが、北側の壁はオーバー

ハングもしくは鍋底状の急な立ち上がりを示すO

[規模] 長軸2.53mで、短軸1.87m、深さは0.44mで、ある。底面のくぼみは平面形@断面形

とも不規制であるが、その規模は長さ0.12，...，_，0.80mである。

[堆撞土の状況] 7層に分層した。いずれも麗厚は一定していない。中位の 2"-'4" 6層は

褐色土か黄褐色土で、炭化物や地山の粒子を比較的多く含み、締まりのある層が多い。下位の

56 7層は揚色土か黄褐色土で、いずれも炭化物をやや合み、 7層は地山が多く混じる。上位

の1層は基本層序の第 1潜と思われる黒色土で、遺構が埋没しかかつて窪んでいるところに堆

したものである。

[壁@底面の状抗] 壁@底面とも凹凸がある。

[出土遺物] (第17図46--目、第19図S11---16)埋土から土器片40点、石器や剥片が57点出

土している。土器の47は色調が暗褐色で、他は褐色で、 49@ 50以外は縄文を施文してし喝。 49" 

51窃526 54は口縁部である。 49の口縁部は無文である。 46，--.，48、51---54は給土に繊維が混入し

ていることから、縄文時代前期のものと思われる。石器の11は円基形の石鎮である。 13@ 15は

不定形石器で、それぞれ I-b-1類、 1-b 2類に分類した。 12" 14は微小剥離痕のある

石器で、 I類に分類した。 16は礁の両端を打ち欠いた打欠石錘である。

S X15その他の遺構 (第15図)

[検出位置] MB52グリッドで検出した。

[形状] 平面形は不整構内形で、断面形は浅い血状に近い。

[規槙] 長軸1.55出、短軸1.22m、深さは0.16mである。底面の凹凸は平面形@断面形とも

不規則であるが、その規模は長さO.19-.-0.59mで、ある。

[堆積土の状況] 5層に分麗した。上位の 1c 2層は黒褐色土で、軟らかLh下部の 3~5

層は灰黄褐色か黒味を帯びた色で、地山粒子がやや多く混じる。いずれも層厚は一定しておら

ず、うねったような状況で堆積している。

。底面の状況] 壁窃底面とも凹凸がある。
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〔出土遺物] 遺物は出土していない。

S X16その他の遺構 (第15図)

[検出位置] MB51 ，， 52グリッドで検出した。

[形状] 平面形は不整楕円形で、断面形は浅い血状に近い。

[規模] 長軸1.90m、短軸1.03m、深さは0.29mである。底面のくぼみは、 8X15と同様に、

平面形@断面形とも不規則であるが、その規模は長さ0.14，..._，0.55mである。

[堆積土の状況] 断面図は作成できなかったが、黒色土の落ち込みとして確認したものであ

る。

[壁@底面の状況] 壁@底面とも凹凸がある O

[出土遺物] (第四図815)石器が埋土から 1点出土してし唱。 815は不定形石器 (1-b 

2類)である。

S X21その他の遺構 (第15図)

〔検出位置] MC52グリッドで検出した。

[形状] 平面形は不整楕円形で、断面形は浅い血状に近い。

[規模] 長軸4.05問、短軸2.18m、深さは0.22mである。底面のくぼみは平面形 e断面形と

も不規則で、その規模は長さ0.05--0.80mである。

[堆積土の状況] 3層に分層した。 1層の褐色土は撹乱と思われるが、 2層の黒褐色土は炭

化物や地山粒子@グライ化した土も含む。 3層はオリーブ黄色の粘質土である。

[壁@底面の状況] 壁@底面とも出凸がある O

[出土遺物] 遺物は出土していない。

第 3節遺構外の出土遺物

遺構外からは、縄文時代前期と中期~後期、そして晩期の土器 e石器が出土している。遺物

は南東部と西部に多く、遺構を多く検出した南東部に集中して出土している。挿図中の土器の

出土地点@層名はその下に付記している。また、石器は全て観察表中に記入している O なお、

土器@石器の分類と説明には、遺構内のものも加えた。遺構外出土の土器と石器の番号は、遺

構内出土のものから連続して、それぞれ通し番号となっている。

1 .土器(第16図10• 11・13• 17、第17図57、第22図58---89、第23図90---99)

土器の分類は時期毎に群に分け、その中で口縁部を中心に文様構成@文様の施文手法の差異

によって細分した。各群で胎土@焼成に特徴がみられたものはそれを付記した。
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第3節遺構外の出土遺物

I群土器縄文時代前期前半の土器である。

1類 (58) 口縁部と平行に l本の太い隆帯を貼付した土器である。隆帯上には太い原体の

先端(関端部)の押捺が見られる。縄文が施文され、胎土に繊維が混入している。

2類 (64'"-'66) 不整撚糸文を施文した土器である。 66は明らかに胎土に繊維が混入してお

り、軽い。

3 類 (59~63) 縄文を施文した土器である。 59.. 60は平口縁の口縁部片で、 60は口唇部に

も縄文を施文している O

4類 (67) 土器の底部である。底部の下端部や底面に縄文を施文しているO

日群土器縄文時代中期後半の土器である O

1類 (68) 地文が無文で、その上に渦巻文を施文した土器である。

2類 (80) 円形竹管文を施文した土器である O 曲線的な(楕円形か)綿隆線の内側に円形

竹管文を施文している O

車群土器縄文時代後期前半の土器である O

1類 (79) 地文が無文であり、その上に、 4条のやや曲線的で、細く浅い沈線を、横{立に

施文した土器である。

2類 (57" 86--89) 網白状撚糸文を施文した土器である。色調は赤褐色や褐灰色である。

3類地文が縄文で、その上に沈線で文様を施文した土器である。

a種 (69---75) 曲線的な沈線を施文した土器である。沈線は細く浅い。

b種(10"11) 縦位の沈線を施文し、磨消縄文手法によって無文部を作出し、縄文部と

無文部を区画した土器である。無文部に渦巻状の文様を施文している。沈線はやや広い。 SK

F06フラスコ土坑から出土した。

4類(13..17)降線を施文した土器である O 小波状口縁で、 17は波頂部に円形文を施文して

おり、色調は褐灰色である。いずれも SKF06フラスコ状土坑から出土した。

IV群土器 縄文時代中期~後期の土器と思われるが、細片で器形や施文上の特徴、および胎土@

焼成から時期を明確に分け難いため、一括して分類した。

1類 (76---78) 地文が無文であり、その上に 1--2条のやや太めの沈線を施文した土器で

ある。色調は76• 77は赤褐色で、胎土が精選され、 78は褐灰色で砂粒が混入している。

2類 (81--85) 撚糸文を縦位@斜位に施文した土器であるO 焼成@胎土とも良好で、色調

は赤褐色かにぷい黄樫色をしている。 81は平口縁で口縁部が無文となる。
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L T52 
III層

している。

3類 (96---99) 縄文のみを施文した土器である。 96，..._，98は口縁部で、外面に煤状炭化物が
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4類 (90，.....95) 無文の土器である。焼成 a胎土とも良好で、色調は赤褐色かにぶい黄櫨色

をしている。

パパ川

LR54 
RPl 

2.石器 (第18図S2"S4.. S6""，S9__第四図S10 e S 11 " S 13"" S 16、第20図S17 e 

S 18、第21図S19，---S 21、第24図S22"'-'第33図S84)

遺構外の石器は形態 9調整抜法なと、から下記むように分類した。なお、説明にあたって必要

な石器は遺構内から適宣引用した。

①剥片器

石質は大多数が頁岩である。

石蟻 (S11) 1点出土した。円基鎮である。

石錐 3点出土した。いづれも錐部の断面形が略三角形で、縦長の一端がやや細くなる剥片を

利用している。

I類 (S22"S23) 尖端部のみに二次弱整を施して錐部としたものであるo

H類 (S26) 両側縁に二次調整を施して錐部としたものである。

(S 24'""-' S 23) 5点出土した。両側縁から挟りを入れてつまみ部を作出し、両側縁を片

面からの加撃によって刃部が作られた石器で、刃部とつまみの中軸線の交わる角度によって以

LT57 
1II層

第23図遺構外出土土器(2 ) 
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第4章調査の記録

下のように分類した。

I類縦型

I-A類(S 24.. S 25 " S 28) ほぼ平行する 2つの側縁をもつものである。 S25 • S 28 

は折損しているが、この仲間と思われる。

I-B類 (S29) やや曲線的な2つの側縁をもち、刃部が直線的である。平面形が台形

状である。

豆類斜型 (S27) 

刃部が直線的なものである。

石箆 3点出土した。ほぼ左右対象で、略楕円形、もしくは上方が広く、下方が狭い石器であ

る。

I類略楕円形

I-A類 CS30) 丸刃@片刃のものである。

I-B類(S35) 丸刃@両刃のものである。

日類(S32) 上方が広く、下方が狭い、丸刃@片刃のものである。

打製石斧(S 31) 1点出土した。縦長の剥片で、裏の両側縁と、刃部の表に粗い剥離を施し

て援形に成形しているもので、丸刃@片刃である。

不定形石器 39点出土した。不定形石器は、形が不定形なまIj片に二次調整を施して刃部を作出

したものである。剥片の形状や製作技法 e刃部の形状の特徴から以下のように分類した。

I類縦長の剥片を素材としたものであるO

I-A類厚手の剥片で急角度に調整された刃部を作出した石器である。片面調整のもの

が多いo

I-A-1類 (S34) 楕円形で、周縁に二次調整を施して刃部を作出しているものO

I-A 2類 (S15 e S 33、S36""'" S 38) 構円形 e略長方形 e不定形で、 1，..._，3側縁

に二次調整を施して刃部を作出しているものである。

I-B類大 e小の剥片の側縁に連続的な二次調整によって刃部を作出した石器である。

片面調整で薄い刃部をもつものが圧倒的に多い。

I-B-1類 (S6 • S 13、S39--S 44) 路長方形@路三角形で、周縁もしくは3側

縁に二次調整を施すものである。

I-B-2類 (S15、S45--S 49) 略長方形で、平行する側縁の両側縁もしくは片側

に二次調整を施すものである。

I-B-3類 (S9) 半月形の側縁に二次調整を施すもので、両面調整の片刃である 0

I-B-4類(S 14 • S 50 " S 51・S53・S57) 略三角形で尖端部をもち、両側縁も
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第3節遺構外の出土遺物

しくは片側縁に二次調整を施すものである。

I-B-5類 (S52"S56) 不定形で、尖端部をもち、弧状となった片側縁に二次調

整を施すものである O

I-B-6類(S54) 靴型で、片面(表面)の側縁の一部に二次調整を施すものであ

る。

I-B 7類(S58) 婿円形で、両面の周縁に二次調整を施すものであるo

H類横長の剥片を素材としたものである。

II A類 (S59 " S 61) 略三角形で、緩く弧状となった下辺部に二次調整を施して刃部

としたものである。

ll-B類(S 60" S 63" S 64 e S 67) 不定形で、側縁もしくは周縁の一部に二次調整を

施して刃部としたものである。

微小孝lj離痕のある石器 8点の出土である O 使用痕と恩われる微小剥離痕があるものである。

剥片の形状から以下のように分類した。

I類 (S2 " S 4 .. S 7 .. S 8 • S 62 • S 65) 縦長の剥片を素材としたものO

日類(S 10 • S 66) 横長の剥片を素材としたものO

石核(S68) 

原材は頁岩で、その原石を分割して取り出した石核である。他に 2点出土している。

②磯忍器剥片石器に比して数は少ない。器種は石錘 s擦石 s回石@敵石 e砥石@石皿があ

る。石葉は凝灰岩@安山岩が主である O

石錘 (S16.S69"""'S76) 9点出土した。いずれも偏平な自然磯で、長軸の両端を打ち欠い

て作った打欠石錘である。 S16とS71は表裏の全面に擦った痕跡をもっO

擦石 (S17・S18" S 77 " S 79 • S 80) 5点出土した。 S17 " S 18は、略長方形もしくは椅

円形の自然礁を素材としており、表裏と側縁に擦簡をもっo S D03から出土した。 S77は横長

の自然磯を素材としており、長軸の3面に擦面をもっO 南端には散打痕を残している。 S79" 

S80は折損しているが、横長の偏平な自然磯を素材としたものと思われ、長軸の片側縁に擦面

をもつものである。

凹石 (S20・S82・S83) 3点出土した。いずれも楕円形の自然礁を素材としており、 S20・

S82は表裏に、 S83は片面に凹面をもっo S20は長軸の 1端に鼓打痕を、 S82・S83は表裏と

側面の l部に擦面をもっO

散石(S78・S81) 2点出土した。いずれも楕円形の自然磯を素材としており、 S78は長軸

のl側縁に、 S81はl端に敵打痕をもつものである。

-45-



第4章調査の記録

u 

〈ここ〉

〈ご士ーへ一一一一一一一

e:) 

ζコ

一日-~己825

ζ二二二コ

826 -~-~ 
どここコ

一品-~~
829 

番号 出土地点

S22 MF52 

S23 LR53 

S24 LR53 

S25 LR58 

S26 LR49 

S27 LR50 

S28 LQ52 

S29 L052 

S30 LS55 

第24図遺構外出土石器(1 ) 
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層

E 

震

班

顕

E 

E 

IV 

盛

E 

長d 中国 厚さ

6.2 2.5 1.55 

6.8 3.2 1.7 

(4.45) 2.55 0.85 

(3.2 ) 3.75 0.8 

8.4 4.7 1.7 

3.4 3.2 0.65 

(3.0 ) 2.6 1.2 

7.4 5.75 0.9 

7.0 4.4 1.8 

重さ

14 

20 

9 

12 

47 

5 

6 

25 

55 
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ζ三二〉

ζ二〉

ど二〉

c-¥ 

第25図遺播外出土石器(2 ) 
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仁 フ

ζコ

/~ 

くて〉

番号 出土地点

S36 LS55 

S3司 LP51 

S38 LR58 

S~ LQ52 

S40 LQ52 

第26国遺構外出土石器(3 ) 
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ζ二二二〉

層 長さ

E 12.15 

E 7.5 

m 8.7 

m 10.45 

E 6.9 

S40 

申面 厚さ 重さ

7.1 2.75 223 

5.3 1.9 67 

7.0 2.4 126 I 

5.0 1.5 

3.65 0.9 25 
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ζこ〉
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一¥ 11 {""λ  一-¥ ¥1 h i¥¥ 
1 1 ¥ 、パ
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番号

S41 

S42 

S43 

S44 

S45 

S46 

S47 

S48 

S49 

第3節遺構外の出土遺物

ζ二〉

く二三〉

一島-12M 
〈ここここ二〉

一理-~c;，S48 

ζ二二〉 V :Jcm 
l2  : 5 I 

出土地点 層 長さ 。菌 厚さ 重さ

LP53 E 6.1 3.0 0.75 8 

LN50 班 7.2 2.6 1.05 16 

LT52 E 5.9 2.9 0.7 11 

LT55 m (5.4) 4.7 1.55 32 

LQ52 E 7.1 5.05 1.25 41 

LQ52 孤 7.4 5.75 1.5 42 

KR58 E 3.8 3，7 0.7 10 

LR53 m (3.4) 2.8 0.6 6 

LS57 m (8.1) 5.15 1.9 87 

第27函遺構外出土石器(4 ) 
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~ @S50 
亡ごコ

仁フ
にごここフ

ζ二二〉 どー~一、

S55 てこ二二〉

仁二〉

ζ〉
番号 出土地点 }醤 長さ 申医 厚さ 重さ

S50 LP53 盗 4.56 2.8 0.95 8 

S51 LR50 震 6.1 1.9 1.01 11 

ζ二> S52 KR58 E 5.5 3.5 0.8 11 

S53 LQ51 班 5.8 4.35 1.3 28 

S54 LP53 E 5.5 4.1 0.95 13 

S55 LT55 m 6.4 7.15 2.1 70 

S56 LS56 班 5.8 2.95 0.65 8 I 
S57 LP53 国 6.3 2.9 1ι5 

S58 MH55 m 7.3 4.8 2.0 65 

第28 遺携外出土石器(5 ) 
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ぐ//六3
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亡二コ
S60 

一て-~ ~ヱ64
乙コ

〈二二二〉 o 5cm 
i2  : 5 

番号 出土地点 層 長さ 橋 厚さ 重さ

S59 LQ53 蕊 4.0 5.0 1.4 18 

S60 LQ51 E 5.5 8.7 1.55 42 

S61 LR49 滋 3.95 4.7 1.2 17 

S62 LS55 E 2.4 2.7 0.8 5 

S63 LS55 m 4.5 5.55 1.25 35 
S64 KR58 四 4.4 4.35 1.05 9 

S65 LR54.RP1 直 9.0 4.1 1.0 21 

S66 LQ51 m 3.85 5.8 1.3 25 
S67 LQ52 E 4.1 4.7 1.0 14 
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とささコ

d霊長

?2  5 5fm 

C三宮ご〉

番号 出土地点 層 長さ 矯 惇さ 重さ

S68 LQ53 取 6.0 6.5 5.3 217 

S69 LQ53 直 8.35 6.75 2.05 167 

S70 LQ52 盗 8.0 6.5 2.05 132 

S71 LP53 m 9.2 9.1 1.8 195 

S72 LR54.RP1 直 7.1 6.6 2.0 121 

第30図遺構外出土石器(7 ) 
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く三至宝D に三註正〉

G歪む

ζ三雪

番号 出土地点、 j習 長さ 中屋 厚さ 重さ

S73 LP51 m 8.8 7.15 1.6 92 I 
S74 LS55 E 9.85 7.35 1.9 168 

S75 LR56 m 9.0 8.1 2.5 187 I 
S76 LT59 E 11.2 7.8 3.0 283 

S77 LT55 湿 15.3 6.9 6.1 862 

第31図遺構外出土石器(8 ) 



第4章調査の記録

「 ?
と三グ

C事 ぞ主主主

S81 

番号 出土地点

878 LT51 

879 LT59 

880 MD55 

881 LP53 

882 MG53 

第32図遺構外出土石器(9 ) 
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層 長さ 。菌

III 7.6 10.9 

III 6.4 9.3 

m 7.3 ( 8.25) 

III (8.5) 5.9 

E 14.6 7.4 

厚さ 重さ

6.1 590 

2.7 67 

3.2 255 

3.5 264 

6.2 878 



第3節遺構外の出土遺物

l3  51m 

第33図遺構外出土石器(10) 



第4章調査の記録

砥石 (S84) 1点出土した。両面に砥面を残す。調査区の西側で本調査前に表採されたもの

で、折損品である O

石皿(S 19 • S 21) S D03から 2点出土した。 S19は折損品であるが、平坦な擦面と、側面

が高くなった縁をもっている。 S21はやや大きく、偏平な楕円形の自然磯を素材としており、

1面に広い擦面をもつものである O
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第 5章 放射性炭素年代測定とその樹種

中の沢遺跡出土材の放射性炭素年代測定とその樹種

藤根久(パレオ@ラボ)

1.はじめに

中の沢遺跡は、山本郡琴丘町鹿渡字中の沢地内の遺跡であるc遺跡からは、縄文時代後期の

土器を伴うフラスコ状土坑 (SK F06)や縄文時代の石器を伴う土坑 (SK08)あるいは縄文

時代後期と思われる土器を伴う土坑 (SK13)などが検出されている。また、これらの遺構か

らは、生材や炭化材も伴っている O

ここでは、これらの遺構から検出された生材や炭化材の放射性炭素年代測定を行い、その樹

種も検討した。なお、放射性炭素年代測定は、学習院大学の木越邦彦氏に測定していただいた0

1 放射性炭素年代測定

試料は、 SK08土坑底面出土生材と SK13土坑埋土下部出土炭化材である。

なお、年代値の算出には14CO半減期としてLibbyの半減期5570年を使用していますO また、

付記した誤差はS線の計数値の標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差 (Onesig 

rna)に相当する年代です。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは、 3

σに相当する年代を下限の年代値 (B.P.)として表示しであります。また、試料のβ線計数率

と現在の標準炭素 (MODERNSTANDARD CARBON)についての計数率との差が2σ以下

のときには、 Modernと表示し、 d14C%を付記しであります。

第2表 中の沢遺跡出土材の放射性炭素年代測定結果とその樹種

試 料 Gak-No. "C年代値 (1950年よりの年数)樹種

SK08土坑底面生材 GaK“18181 1，830土100(A.D.120) 

S K13土坑埋土下部炭化材 GaK-18182 3，100:t 70 (1，150 B.C.) 

SKF06フラスコ状土坑埋土炭化材

3.出土材の樹種同定

スギ

スギ

クリ eコナラ節

試料は、炭化材がSK13土坑埋土下部出土材と SKF06フラスコ状土坑埋土出土材であり、

生材がSK08土坑底面出土材である O

このうち生材試料は、片刃カミソりを用いて横断面(木口と同義)、接線断面(板目と同義)、

放射断面(柾目と向義)の 3断面を作り、ガムクロラーノレ (GurnChloral)で封入し、生物

顕微鏡で観察・同定する。

一回一



第5章放射性炭素年代測定とその樹種

炭化材試料は、比較的硬い部分を対象として、実体顕微鏡下で、横断面について観察し、片刃

カミソりなどを用いて横断面、接線断面、放射断面の 3断面を作り、直径1cmの真鎌製試料台

に国定、金蒸着を施した後、走査電子顕微鏡(日本電子(掬製 JSMT-100型)で観察@同定

する。以下に各標本の記載を述べ、その結果を第2表に示す。なお、ここで樹種の検討を行っ

た生材プレパラートは、パレオ@ラボに保管しである。

スギ Cryptomeriajaponica (Linn. fil.)D.Donスギ科生材図版1a---1c、炭化材図版1a---1c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行はゆる

やかである(横断面)。分野壁孔は、水平方向に長軸をもった典型的なスギ型で、 1分野に2個

見られる(放射断面)。放射組織は、柔細胞からなり単列で2--12細胞高からなる(接線断面)。

以上の形質から、スギ科スギ属のスギの材と同定される。スギは東北から九州にかけての温

帯から暖帯にかけて分布する常緑針葉樹である O このスギ材は、木理通産で割裂性が大きいた

め、板材や角材が取り易く、主に建築材などに利用される。

コナラ節 Quercus sect. Prinusブナ科炭化材図版2a.........，2c.

年輪のはじめに大型の管子しが17'11に並び、そこから径を減じた小管孔がやや火炎状に配列す

る環孔材である(横断面)。道管のせん孔は単一である(放射断面)。放射組織は、単列向性の

ものと集合放射組織からなる(接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のコナラ節の材と向定される。コナラ節の樹木にはコナラ

( Q.serrata)やミズナラ (Q.mongolicavar.grossesrrata)、カシワ (Q.dentata)、ナラガシ

ワ (Q.aliena)などがある O いずれの樹木も温帯から暖帯にかけて広く分布する樹高20m、幹

径1mを超える落葉広葉樹である。

クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.ブナ科炭化材図版3a......_，3c.

年輪のはじめに大裂の管孔が1...._，3列並び、そこから除々に径を減じた小管孔が火炎状に配列

する環孔材である(横断面)。道管のせん孔は単一である(放射断面)。放射組織は、単列向性

であり、特に2細胞幅で、 2--17細胞高である(接線断面)。

以上の形質から、ブナ科クリ罵のクリの材と同定される。クりは全国の暖帯から温帯にかけ

て分布する樹高20m、幹径 1mtこ達する落葉広葉樹である O

このクリ材は、全国の縄文時代の遺跡から良く出土する木材であり、建築部材や杭材など広

い用途に利用されている。しかしながら、一方で縄文時代においては、重要な金糧源であるこ

とから、積極的なクリの保護、管理も指摘されている(千野、 1983)。

引用文献
千野裕道 (1983) 縄文時代のクリと集落周辺植生.東京都埋蔵文化財センター「研究論集 IIJ 
(財)東京都埋蔵文化財センタ-p27-42. 
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今回の調査では、遺構内@外から、縄文時代の前期と中期~後期、晩期にかけての土器@石

器が出土しており、その遺物量は大コンテナ(縦59cmX横38.6X深さ20.7cm)で、 6箱である。

遺構は土坑10墓、プラスコ状土坑l基、焼土遺構7基、炉跡l基、溝跡4条、性格不明遺構4

基の計27遺構を検出した。ここでは、遺構の帰属時期と主な遺構の用途について考察し、遺跡

の性格を考えた ~)o

上記の遺構のうち、遺構内から縄文時代の遺物が出土したのは計14遺構である O その内訳は

土坑がSK08 e 13 " 24の3基で、フラスコ状土坑 (SK F06) 1基、焼土遺構はSN17 " 22 e 

23 • 28の4基、炉跡 (SR27) 1基、溝跡はSDOl • 03 " 05の3条、その他の遺構はSX09 e 

16の2基である。ほかの13遺構は遺物がないため時期不明である。

土坑SK08. S K13について考えてみる。両遺構はSD03の西側で検出したもので、 SK13 

からは縄文時代後期と思われる土器、 SK08からは石器が、いづれも埋土から出土している。

平面形は不整楕円形で、他の土坑に比較して、深い掘り込みをともない、遺構検出面もしくは

埋土上位で焼土が確認されたものである O 土層断面の観察によれば、埋土中にも焼土や炭化物

を含んだ層があり、壁付近が焼けていたり、底面近くに炭化物層がみられる。また、壁際には

地山ブロックが多く認められるという共通した特徴がある。また、 SK13は前記のような深い

掘り込みのほかに、焼土層や地山ブロックが堆積する浅い掘り込みをともなう 2段構造となっ

ており、カマド煙道部の煙出口を想起させるO 以上のことから、両遺構は、土坑上に覆いのあ

るトンネノレ状の空間であったもので、坑底面付近や埋土上位付近で火を焚いた、火熱利用の施

設と推定される。

さて、 SK08"SK13とした土坑と類似する縄文時代の遺構には炉穴がある。炉穴は、長径

約1m内外の竪穴を構築しており、竪穴住居の中の炉に類した機能が推定されている O 縄文時

代早期から前期にかけて、関東地方を中心に、東北地方北部の青森県にも分布字転。また可炉

穴は以前に南九ナ1'1において、二つの穴が連結することから「連結土坑Jや、土坑を繋ぐ煙道部

が長いことから「煙道付き炉穴Jとも呼ばれた。最近、南九州の草創期にも存在することが確
認されている。南九州地方の草創期の炉穴の機能については、保存食作りのための;属製施設の

(設 2) 

可能性が導きだされている。

以上の炉穴と比較してみると、本遺構はやや深い掘り込みを有し、明確な煙道部が無いなど

の形態上の違いがある。 SK13からは、前述のように、縄文時代後期と思われる土器が、 SK

08からは石器が埋土から出土している。しかし、 SK13に隣接する SD03溝跡や、 SK13が位
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置する同グリッドの遺構外から、 SK13内出土土器と同じ後期の遺物が出土しており、これら

の遺物が遺構内に流れ込んだ可能性も否定できない。また、第5章にあるように、 SK08の生

材と SK13の炭化材の放射性炭素年代測定結果についてもバラツキがある O 以上のようなこと

から、機能を含めた遺構の性格の解明や、遺構の年代については、今後の検出例の増加を待っ

て検討されるべきことと考えられる。

S R27土器埋設炉は北東部で l基検出されたもので、土器の周囲には焼土 e炭化物の広がり

が確認された。竪穴住居跡を想定して周囲を精査したが、本遺構に伴うと思われる柱穴や壁溝

などは検出されなかった。土器は、粗製土器で器形や器厚 e施文法などから、縄文時代晩期の

ものと推定される。

土坑としたなかで、 SK26から遺物は出土していないが、援際に立石があり、確認の段階で

はその回りに極く薄い焼土の広がりが検出された。立石は浅い血状の掘り込みに立てられてい

たもので£る O この遺構は草創期から晩期まで使用された「配石地誌がJと、浅い掘り込みに

石と焼土をともなうという点で似ている。また、立石と焼土の存在から、祭紀的な様相も感じ

られる。この地点のすぐ下は、現在は水路や沢で、あるが、縄文時代においては}11であった可能

性もある O 今回の調査では、石錘が比較的多く、東側から出土しており、漁携に係わる祭紀と

の関係も考える必要があろう。

S K26と類似する遺構としては、 SN 17 • 19 • 20 .. 22焼土遺構があり、立石(自己石)は無い

が、掘り込みの上部に焼土を伴うことから、炉の 1類型とも考えられる。ほかに、掘り込みは

ないが、 SN18焼土遺構も炉(地床炉)としての機能を果たしていたものであろう。遺構の帰

属時期は、 SN23.. 28は後期前半、 SN22は中期後半~後期前半である O また、 SN18，......，20も、

遺物は出土していないが遺構の形態や分布状況から、縄文時代中期後半~後期前半の所産と考

えられる。

以上述べたSR27土器埋設炉やSJ{26土坑、 SN 17 • 19 " 20 " 22焼土遺構は、フラスコ状

土坑を含めて、いづれも北東側に集中して分布していたもので、北東側は、縄文時代中期後半

~後期前半と晩期に断続的に使用された場所であることがわかった。

西側で検出したSD03溝跡は、南西から北東方向に緩く傾斜して沢まで伸びている O 部分的

にかなり広狭があり、南西ではかなり深く、北東は大変浅い。断面形も一定していない。底面

や埋土からは土器や石器が出土し、縄文時代後期前半に帰属することが判明した。石器のなか

の磯石器類は、北東端付近でまとまって出土したもので、廃棄されたものと考えられる。

この溝跡は、地形を見ると北東から続く沢の延長線上にあり、自然地形をうまく利用したこ

とがうかがわれる。上部の北西側の状況を見ると、幅は狭いが、比較的深く、底面・壁とも凹

凸がある。本遺構の周辺には、土坑 (SK)などがあるが、それらの遺構との係わりや、遺跡
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全体のなかでどういった役割を果たしていたのかは、部分的な謂査ということもあり、不明で

ある。

今回の調査地点は、前述したように段丘の北東部にあたり、北西側から南東側にかけて緩く

傾斜している。調査区の西端には隣接して東西に延びる農道があり、農道を挟んだ西側のほ場

整備の対象区域外には、 l段高い平坦面が山林や畑として残っている。農道造成前の原士郎ちは、

山林や畑の平坦部から 1段低い調査区にかけて緩い斜面となっていたと考えられることから、

上位の平場面にも縄文時代の竪穴住居跡などの遺構の存在が予想され、今回の調査地区は集落

の一部であると推定される。

註1 十菱駿武@鈴木克彦 rx戸穴の研究Jr考古風土記第9号J 1984 (昭和59)年

註2 新東晃一 「甫九州の初期縄文文化Jr季刊考古学第50号J 1994 (平成6年)

註3 目黒吉明 「住居の炉Jr縄文文化の研究第8巻社会@文化J 雄山間 1982(昭和57)年
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あとがき

平成6年の夏は少雨と暑さのため全国的に水不足で、 1ヶ月ほどの調査期間中に雨が降った

2日間を除けば、いづれも真夏日でした。氷水の入った水筒は必需品で、この夏ほど水の美味

しさと大切さを実感した年はなかったように思います。

そんな中、 明アイスノンH や u草11 を背負いながら暑さをしのぎ、「ハクラン」もなんのそ

の、工事用車両の出す砂ぼこりと騒音をものともせず、発掘調査に従事した方々に敬服しまし

た。また、遺物整理作業に従事した方々も、残暑厳しい頃から始まった石器の実測、冬場の土

器や石器のトレース e挿図作成などの作業をできぱきと手際よくこなしてくれ、無事、報告書

を刊行することができました。

末筆ながら、ここに氏名を記して感謝の意を表します。

〔発掘作業従事者]

阿部清子 阿部リツヨ 石川 伊藤キヨ 大山ヤエ

金子セツ 鎌田央保 川村テツエ 北嶋 久 北嶋美枝子

工藤悦子 工藤チエ子 国塚テツ 児玉梅弥 児玉 トシ

児玉洋子 克玉秀信 斎藤エミ 斎藤キサ 佐々木栄子

佐藤トシヱ 進藤三郎 進藤ツヤ 関登美子 高橋トミエ

田村多右衛門 田村チヱ 田森金蔵 田森ツルノ 田森 ミエ

コ浦チサ

[整理作業従事者]

草甥美香 佐藤節子 畑本早百合 藤原竪晃

(敬称、略"50音順)
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